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■■ 第１２号1987.1〔 ￣、談話室
大学と図書と図書館と
淳電子計算機センター教授小亀
書室の本は古すぎだ。教科書的なものは明治時代
の本しかない。このとき初めて大学の中央図書館
へでかけだ。－，二冊借りだしてはみだが、これ
も決して新しいといえる代物ではなかった。
追い追い研究が進むと、最新の外国文献が見た
い。これは占領軍の恩恵にあずかった。彼等は日
比谷（東宝劇場の近く）｜こ敗戦国民のために図書
館を設け、田国の書籍・文献を自由に利用させた
のである。かなりの鬘で質も高く、最新の学術雑
誌が含まれていた。京都から自責出張し、必死の
思いでLIl要事頃をノートに写しjだ。複写機など－
切なかった時代である。後には京都|こも同様の図
雪室ができて、たびたび利用し大いに役立った。
戦後数年すると研究室でも年々新しい文献や単
行本が揃えられていった。マイワ□フィルムによ
る文献コピー屋が大学の周り|こ増えだ。便利だが
結構高くつく。助手の給料では辛かったが思い切
ってアメリカ物理学会に入り、毎年ボーナスをは
たいて学術誌を何種か購入した。一時期、日本は
第二位のカナダについで会員数が多かった。
ところで、大学の中央図書館の利用は私の場合
極めて少ない。研究の性質上あまり古い文献を必
昭和二十年戦争に負けた薑、京都の大学の－回
生であった私は、虚脱感の内にも取りあえず物理
学科の図書室へ数冊の洋書を返しにいった。図薑
室|こ係の女''１生はおらず、勝手に書架|こ戻しだ。＝
年後卒業を目前に、＜だんの女ｌｌＩ生が私を呼び出し、
｢借出した図書を返さなければ卒業出来ません｣と
言う。借用証が残っていたのである。書架をくま
なく捜しだが二冊だけ見当らない。困り果ててい
ると始末書を書かされた。私は社会への出□で三
つ学んだ。一つ、借用証は必ず取り返すこと。二
つ、始末書とはどうしようもないことを処理する
発明である。三つ、女'|'生はその帆たおやかさ〃|こ
もかかわらず常に|蔓しいとは限らないこと。
私は結局社会へ出す、そのまま大学に残って定
年まで大学人の生活を送った。空鑿警報に妨げら
れ＋分な講義を受けられなかった効果は、早速現
れた。専門が実験物理、しかも敗戦直後で実験装
置はすべて自作せねばならぬ。文献を頼り|こｲ乍り
あげたのが、三空管をフルに活用した自動制御□
路である。真空管の原理は無論のこと電磁気学の
講義もほとんど聴いてない身で、回路を正常にＩ乍
動させるの|こ往生した。ｒ独習｣のだめ|こ漁った図
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要とせず、まだ必要な文献はすぐ見られるよう手
元に整備されだ環境のおか'ずである。語る|こ落ち
だが、私の頭|こ「中央図薑館には研究に役立つ新
しい独自の文献はない」との思い込みがある。
しかし、中央図薑館が不必要とは思わない。新
しい研究を始める際には、それが先人によってど
こまで試みられているかいないかを実証するため
にも、少なくとも－度は可能な限り過去にさかの
ぼって調べる必要がある。そのだめのデータバン
クとしても大変重要である。だが、これからの社
会で'|胄報通信ネットワークの進展を考えると、こ
の種のデータベースはまず少数個の、その代り公
共性ある極めて高品質で権威あるものを、金と人
手を|昔します集中的に確立すべきであろう。
中央図書館は自然科学系の研究に関する限り、
二次的書庫|こなる運命にあるよう|こ思える。それ
でも性能のよい「検索とコピー」の機能は不可欠
で、これがないと言｣重はおるか墓場になる。
大学の中央図書館の繁栄（活発な利用）は、教
育面で学生にとって魅力ある存在|こすることでは
なかろうか。学生には手の出ない高価な本、海外
の最新'|胄報、読書環境、あるいはカセット．ビデ
オデイスワ・ＣＤ類の整備等が考えられる。後者
は現在内容と利用法になお問題があるが、いずれ
今後の社会では図書並になる高密度,|胄報メディア
である。まず学生を意き寄せ、究極的には読書と
黙想|こli5lll染むよう導く。まだ、図薑館は真っ先に
地域住民に公開出来る大学の機関ではある。
ひるがえって思えば、中央図書館は利用率など
気にせず、「特定の指導原理｣のもとにひたすらか
つ悠々、文献・図書の蓄積と近代的検索の|更に徹
し(立派なデータベース構築である)、静粛な環境
を護るのもよい。また利用の頻度よりも、特別な
需要に応えられるポテンシヤリテイの樹立が文化
の高さである、日本人的発想ではないとしても。
私は漱石の三四郎の中にあった＝葉を思い出す。
『驚いたこと|こ､どんな本を借りだしてみても、き
っと誰かが－度は読んだ痕跡があった……」
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人間の能力、（固性の調和的発展が、幸福の本質
的要素の－つであり、そのためには自由と環境の
多様性が必要だというのが本書の基調である。他
人への危害がないかぎり、自己の薑任において自
己の考え方を生活の中で自由に実行|こ移すことは、
人間の知的本性の要求だとして、自由を擁護する
議論を展開している第三章が興味深い。
一定の制約や強制は、人格形成や能力向上への
教育的効果を持たないのか、といった疑問を'壊せ
るが、自由の重要性を論じた古典である。
我々の日常は意思決定の連続であり、問題を解
決するだめ|こ最適な筋道（企画）をどうやって作
るかが重要となる。本書は企画の方法について、
具|本的旦つ実践的な説明がなされていると同時に
企画に当ってのlU構えや知識・'|胄報に対する考え
方も述べられている。これからは実力のある青と
ない者がはっきりと区別される二極分化の時代で
ある。学生が立派な社会人となるためにも、優れ
た企画力を身|こ付けることが不可欠となろう。
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Ｉｌｉ鱗鯛蝋繍雛鱗#鰯繊繍#ｉｌ職繊繍i繍繊繍繍灘灘鱗蝋灘鱗鰯轤鰯1雛MM織繍蝋轆鰯Ｉ簿秦樋議gil錨iZmT躯､ 藻pii鍍軋灘騨If駕醸か…｡,鹸筥鑑無;`管、掛輔｣我堵尚舞習辮犠.鐇輯豈池鵯舟箕弛脾繊f$瀞-辮蝉辮瀞寺鰄←勁蝉苧｢宇宙からの帰還』
角山栄中央公論社(中公新書５９B）
文学部講師佐藤学
立花隆中央公論社
図書館斉藤殻
宇宙への脱出。それは人類が地球から無限に広
がる宇宙へ飛び出して行くいわば新しい人類一宇
宙人一をめざす変革期の前ぶれのような時代でも
ある。その宇宙飛行を体験した人々のインタビュ
ーをまとめた本である。彼らの体験は我々の想像
をはるか|こ越えた体験であり、実体験した人のみ
がそれについて語ることができる。本書は宇宙と
いう未知の世界を知ることが出来ると同時に人間
の内面をも深くえぐり出している。一読をおすす
めしだい。
周知の如くイギリス人の一日は、－杯の紅茶か
ら始まる。この伝統的習'|賃も、実はそれ程古いも
のではなく、１７世紀末東洋趣味の一つとして中国
茶が鬘婦人達の冑で愛好され、一般民衆まで拡が
ったのはせいぜい19世紀中頃のことであった事実
は案外知られていない。東洋のｒ茶」の文化を物
質的文化として受容したイギリス近代史の歩みは、
アヘン戦争を引き起し、東洋の植民地分割へと行
きつく。－つの文化形成にひそむ世界史的背景を
えぐり出し、西洋近代と東洋社会に関する数多く
の示唆を与えてくれる好著である。
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私見図書館員の
専門'住について
図書館木下幸子
つつある以上、世界に通じる職員を育てなければ
ならないというようなことを書いている。鯵は川二 鯵日本の大学の図書態私達図書館員は、よく他の大学の図薑館員と話す時rウチの図書館」「オタワの図書館｣という＝
い方をする｡国際的レベルで＝えば、一国'が｢ウチー，
と「オタワ」になると思うが、私はとても国際的
レベルで図書館員の資質を話し合うなどという大
そうなことはできそうもないので、「ウチ｣のレベ
ルで図書館員の専門性というこについて少し書い
てみたい。
文部省の大学設置皇準|こは、大学には図書館を
置かなければならないことが明記されている。学
部の新設や学科の増設にしても、相当の図書資料
を揃えなければ認可されない。このように図書館
は、研究や学習|こ必要な文献（'|濤報）を収集する
ところだからであろうか、「図書館は大学の頭脳
である」と＝われることがある。しかしそこで働
く図書館員についてはどうであろうか。
図薑館長は、任期制で、各学部持回りであった
りして、名誉職的な色合いが震いのが現実である。
職員にしても専門職の司書として採用している大
学もあるが、あまり多くはない。一般事務として
採用し、たまたま図書館|こ配置しているにすぎな
いというところが結構多いと思う。
従って人事異動もあり、仕事を覚えた頃|こ他部
署へ移ったり、まだ他部署から目録が何であるか
をも知らない人が来たりすることもある。公共図
書館のように頻繁に異動することが良いとは決し
て＝えないが、大学に務める大学人として、－部
署のことしかわからないではいけないような気も
する。大学には図書館の他にも組織機構があるわ
けで、図薑館員の何人かは、他部署のことも知っ
ておいた万がよいのではないかと思う。特に管理
醗螂に…職
1986年８月、国際図薑館連盟（｜ＦＬＡ）の大
会が東京で開|崖された。５５ケ国から1900名にもの
ぼる参加者があり、盛会であったようである。
９月12曰付の朝日新聞文化欄に会まど子氏が、
東京大会を終えてというサブタイトルで書いてお
られる。その見出しを拾ってみると、「あまりに大
きい先進国との差」「少ないプロ、低い認識」「日
本の位置づけ明確|こ」とあり、文中の小見出しに
は、「広く現状知らせる」「実績はゼ□に近い」｢世
界に通じる職員を」とある。
国際的レベルで言うならば、日本の図薑館員は
ﾌﾟ□が少く、先進国との差は大きい。しかし、図
薑館同士のネットワーワ化か世界的規模に広がり
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であった。書物は薑匡|こ大切にしまわれており、
利用者は、カード目録を繰って検索するという手
段しかなかった。従って書物を正確に目録化する
技術が求められ、図書館の大部分の業務は、それ
であった。目録規則通りの目録をとることのでき
る人が専門家と＝われだ｡図書館の仕事の中の花
形であった。
やがて利用する図書館へと時は移った。利用者
が直接手にとって見ることのできる開架制をとり
入れた図書館がふえ、会では10万冊の図書を開架
にしている図書館もめずらしくない。こうなると
それまで出納業務が主体であったカウンター業務
も変ってきた｡｢あることについて調べる'こはどう
したらよいか」といったいわゆるレファレンス業
務が主体になってきている。
現代は||胄報過多の時代といわれている。その中
で、必要な|胄報をすばやく得る方法を教えてくれ
るこのレファレンス業務は合後ますます''亡しく、
もてはやされる仕事ととなるのではないか。図書
館員の専門性の中に、レファレンス業務ができる
ことが大きなウエイトを占めてくると思う。
，|胄報は単にE､刷物という形'ことどまらず、フィ
ルム.テープＣＤといった種々の形で表わされる。
そして図書館は、そのＩｌＩ吉報を畜積し続けていくと
いう基本は変わることはないだろう。しかし''胄報
鬘の増大さに比較して、予算ののびはとてもつい
て行けるものではない○となるとウチの図書館で
は何を収集するのか、どのような蔵書構成にした
らよいのかを見きわめる収害の仕事が会までより
以上に重要になってくると思われる。
相互協力というネットワーワ化も定言してきて
いる。分担収集・分担'呆存という時代も来るかも
しれない。どんな資料を収集したらよいのか、そ
してそれをいかに利用させるかということが、会
後の図書館員の専門性を語る上で、欠くことので
きない資質となっているのではないかと思う｡
職などは横とのつながりというものを考えだ上で
の図書館の位置を認識しておくことが必要ではな
いだろうか。しかし、図言館の仕事は専門職であ
って、その道のスペシャリストとなるようにする
ことも忘れてはならない。
艤国士舘大学の図書態
司書の資格というものがある。図書館や資料に
ついての講議をうけて決められた単位をとればよ
い。２ケ目位の夏期講習でも、通(言教育でも取得
できる。この資格を図書館員は全員持っているか
というと持っていない人も多いのである。
文部省の指導では、大学の図書館には司薑の資
格を持った人、または司書の能力のある人を苣＜
ことになっていて、そうでなければならないとは
＝っていないのである。責格を持っているという
ことだけでは専門職であるとは＝えない。逆に、
専門職であるというならば、まず苣格を持つこと
か最低必要な条件であると思う。
「ウチ」の場合昭和61年度よりやっと、就業規
則|こ司書職という言葉が使われた。しかし司書職
とはどういう人のことを＝うのかは明らかにされ
ていない。この就業規則が決まるまで我々図書館
員は一般事務職として採用されていた。現在も新
に任命されていないので、図書館員だと言っても
まだ、司書職員ではないのである。組織の変更も
あり、司書課という名称が使われることになっ7E・
それだけで、司書課の人間だけが専門職だと思っ
ている人かいるらしい。
蝶図書館員の専門性の靴
かつて図書館は胃と害かれていた。つまり書籍
を集めた入れものという意味が強かった。使う図
＝館というより、保存)菫的な、とっておく図書館
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文献璽逼
文学部講師野□泰生
ｅ 研究生活のかけだしの頃、たいていの人は増え
てくる未整理壹料や書籍
に囲まれ、その中から必
て分類される。参考書籍名や編集本の中の論文も
それぞれタイプして分類される。
たとえば、もし風と植物の成長に関する論文を
見たければ、薑業気象･気||美学関係（ＡｇＭｅｔ）
のファイルのうち、ｒＡｇＭｅｔＳ２：Ｗｌｎｄａｎｄ
ＰｌａｎｔＧｒｏｗｔｈＪのフォルダーを引き出せばよ
い。もっと具体的に、防風林に関する論文が欲し
ければ、ＡｇＭｅｔＳ２の下にある「ＡｇＭｅｔ
Ｓ２－１:Windbreaks｣のフォルダーを見る｡ち
なみに、ＡｇＭｅｔ３２－２はｒＷｉｎｄａｎｄＴｒｅｅ
Ｄｅｆｏｒｍａｔｉｏｎ｣、ＡｇＭｅｔ３２－３は「Winｄ－
ｂｏｒｎｅＳａｌｔＳｐｒａｙａｎｄＰｌａｎｔｓＪという具
合である。このように、風が直接植物の成長に与
える影響についての論文はＡｇＭｅｔ３２の下|こし
か出てこない。ここでは捜すときの目標が狭めら
れて、木に縁って魚を求めるような検索や、手当
たり次第に捜しまくるようなことはしないでむ゜
このようなファイルが複数の専門分野について
作られており、いくつかの分野|こまたがる関連論
文も、それぞれのフォルダーにワロス・レファレ
ンスとして所在がリストアップされているので、
手持ちの論文・資料はすべて網|こかかるＩ士掛けに
なっている。
この内容別分類は卒論指導学生や大学院生を持
つ教員'ことって|更利である。学生から～に関する
論文を紹介して欲しいと＝われjＥ場合、即座に応
じることが出来る。まだ、研究の最前線を把握し
整理の、
きっかけ
要なものを取り出すのに苦い経験をしている｡｢あ
る」ということまではわかっていても、それを捜
し出せない自分を腹立たしく思う。膣|=をもって
｢無い｣と言える状況や｢あるかどうかわからない」
という状況よりも、「あることだけは確か」な方
が、捜し出せればしめたものであるか、見つから
ない0寺の不'|央感はどうにも耐えられない。そこで
整理が始まることになる。
ｅ 研究者の身の回りの資料のうち、最も多いもの
は論文の別刷りやコピー
であるから、一つの論文
、その論文を持っている
、
系統的分類
の名前が与えられたとき
かどうか、持っているとしたらどこにしまってあ
るかを即座に知って、それを取り出すことのでき
るシステムがどうしても欲しい。
私の専門分野は自然地理学であるが、その中で
も特に気(|美学、j恒物地理学が専門で、それらの関
連分野を含めると随分多くの論文資料かある。こ
れらの資料はすべて内容別の系統的分類に従って、
それぞれのフォルダーに入れて本棚|こ立てられて
いる。ここでは講読雑誌もすべて論文別|こ切離し
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点で役立つのがパソコンである。データベースの
ソフトを利用して、あらゆる検索、リストアップ
がEﾖ|牛1自在にできる。論文そのものは手元|こ無く
とも、フォルダー単位で検索し、論文リストが取
れる。あとは図薑館で雑誌を見れば、－時の用は
足りる。４年前､段ボール100箱余りの文献を携え
て帰国したが、これが数枚のデータベースディス
ワとなって戻っていったら、海の向こうの知人は
目を白黒させることであろう。
ておくためにも役立つ。
しかし、内容別分類だ
けでは用が足りない場合
がある。論文を続んでい
て、弓|用文献に曰を通し
ｅカード、
ファイル
危いような場合、果してその論文を持っているか、
まだ、持っているとしたらどのフォルダーにある
かを一瞬にして知りたい。この7Eめ|こは内容別分
類のほかに、アルファベット'''百|こ並べ7E著者名別
の図書カードファイルが必要になる。
このカードファイルは文献検索の強力な武器で
あると同時に、論文原稿の文献リストを作る上で
も役|こ立つ。論文作成の際に参照した文献のカー
ドをすべて取り出し、アルファベット''1頁に並びか
え、そのままタイプすれば良い。カードには文献
リストに書かれるI自己|||頁|こタイプされている。何
10件もの参考文献を、間違えずにアルファベット
|||頁|こ並びかえる|こは非常に能率が良い。
｡ さて、このシステムを生かして行くためには、
次々と新しい資料を、そ
れも組織的に集めてイン
ドならない。組織的・効率
、
資料収集
プットしていかなければならない。組
的に資料を集めるのに、ここでもパソコンガー役
買う。目を通すべき雑誌の所有図書館名・コール
番号・巻別チェッワリストの管理や新刊書リスト
の管理、図書館購入希望図書リストの管理など挙
げればきりかない。
すべて自分で論文コピーを持っていなくても図
書館を利用すればという声もあつだが、日本の大
学図書館の閉鎖'|生雑誌保有数、開館時間、コピ
ー料金、交通の不便さ、学内個人研究室の不備な
ど、日本の大学事|青を考えると、そんなことをし
たら自分の首を締めるだけで、いくら時間かあっ
ても足りない。自宅を仕事部屋|こし、蔵書に囲ま
れなければ仕事にならない日本人研究者の状況は、
外国ではなかなか理解してもらえない。
ところで、このシステ
ムの一番の問題点は、こ
れを洗練させ、軌道に乗
せるまでに時間がかかる
。 、
問題点
ことである。分類項目の一覧表を作っておいても、
早晩、変更を余儀なくされる。細分類が必要にな
ったり、分類|こ不合理が発見されたりするからで
ある。私のシステムは始めてから10年余り経過し、
会でこそ、大きな変更はほとんど無いが、初めの
うちは毎年大きな改訂を強いられた。もっとも、
簡単なシステムほど雑で役に立たないものである
から、多少の苦しみは仕方がないと思っている。
｜胄報の管理で研究者が悩むもう一つの問題は、
薑料がたまるとかさばって多くのスペースが必要
|こなることである。学生に見せたいフォルダーが
あっても、多過ぎて学校まで持って行けない。海
外研修や客員として外国の大学で教壇に立つとき
も、システムをすべて持って行けない。近年この
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図書館運営委員会について目録カード表記法について
昭和60年度第２回目の図書館運営委員会が、３
目４日図書館で開催された。出席の委員は９名、
図書館から事務長等２名が参考人として列席した。
図書館|則から１月27日に開かれ7E学長懇談会の
状況、飽和状態の薑｣菫に対するその後の対策、職
員減少の問題、図書館資料費の削減等の説明があ
った。弓|続いて運営委員会の性格、図書館職員の
採用、補充、養成の問題、鶴111図＝館の位置付け、
図書館と学部との密接な関係、新図薑館の建築等
について話し合われた。
また、昭和61年度最初の運営委員会が６月24日
催された。出席委員９名、図書館から事務長等３
名が参考人として参加した。
まず、例年の学生用図薑の推薦について図書館
から説明があり、質疑応答か行われた。さらに図
薑館の現状について報告があり、弓|続いて大学に
おける図書館長の地位、開館時間の延長、設備の
不備、狭院による機能喪失状態を解決するための
新図書館建築、図書館資料費の極端な減少傾向と、
研究・教育への影響等について活発な討議がなさ
れだ。
ちなみに、６１年度図薑館運営委員会委員は前年
度からの委員が４名、新委員が５名と例年になく
大'1国の異動が見られた。（松沢）
利用者と實料とのパイプ･役をしているものの中
に、目録カードがあります。この目録カードの種
類は、①分類目録（本の背表紙に貼ってあるラベ
ルの番号がわかっていて、薑料を捜す場合の目録）
②著者目録（著者の名前がわかっていて、薑料を
捜す場合の目録）◎書名目録（本の名前がわかっ
ていて、資料を捜す場合の目録）の３つに大きく
分けられます。
当館では、この中の著者・書名目録カード（和
漢薑）には、□－▽字表記法のへボン式を採用し、
字|||頁配列してありまます。特に、へボン式を使っ
ているため、言lll令式と違っている点が２つありま
す。
１はねる音「ン」は「、」で表わしますが、ｒｍＪ
ｒｂＪｒｐ－Ｉの前ではｒｍＪを用います。
（例）人民Ｊｉｎｍｉｎ→Ｊｉｍｍｉｎ
新聞Shlnbun→Ｓｈｉｍｂｕｎ
憲法｜＜enp6→Kempo
２つまる音は、灰にくる最初の子音字を重ねて
表わしますが、次にｒｃｈＪがつづく場合には
ｒｃＪを重ねずにｒｔＪを用います。
（例）密着Micchalくu→Mitchal＜ｕ
接苣Secchaku→Setchal＜ｕ
もし、調べている途中でわからなくなったら、
カードボッワスの上に｢□－▽字表記法一覧表(へ
ボン式)-,が貼ってありますので、それを見て下さ
るか、係員に遠慮なくお尋ね下さい。含後も、目
録カートミを多いに御活用下さい。（松本）
|…少
１０月発行の予定が年を越してしまった。松陰を
１Ｍ寺ちにしていたファンの方、原稿をお寄せ下さ
った先生方には申し訳ないことをしましだ。
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